
一般社団法人 神奈川県作業療法士会 2010 年度第４回理事会議事録 

 1 

２０１０年度 第４回 理事会議事録 
 
１、日 時：２０１０年 １１月 １８日（木） 19：00～20：40 
２、場 所：神奈川県作業療法士会事務所 
３、理事会定数 １５名 
  出席理事：渡邉、佐藤、錠内、浅井、奥原、木村、作田、鈴木、机、冨山、野々垣、野本、原、澤口 
  委任理事：中西、山路  出席監事：清宮、長谷川  出席事務局員（書記）：竹田、金山  
  その他：松本（広報部） 
４、議長団選任 
議長：渡邊 
副議長：佐藤 錠内 
※ 議事録署名人は会長、監事及び出席理事より 1 名選出しなければならない（定款より）。よって出席
理事より下記のように互選された。 

議事録署名人：渡邊、机、清宮 
５、配布資料 
  ・事務局理事会資料      ・ウェブサイト管理委員会資料 
  ・財務部理事会資料      ・規約委員会資料 
  ・学術部理事会資料      ・福祉用具委員会 
  ・教育部理事会資料      ・学会評議委員会 
  ・広報部理事会資料      ・企画調整委員会 
  ・福利部理事会資料 
  ・地域リハビリテーション部資料 
６、回覧資料  なし 
７、各部からの報告・検討事項 
【事務局】（澤口事務局長） 
 １）渉外活動（主に 9月～11 月） 

①神奈川県病院医療関係団体連絡協議会 

   日時：2010/9/28（火） 会議 15時～16 時 30 分 親睦会 16 時 40 分～18時 

  場所：県民ホール６階「英一番館」 

   議題：各関係団体の抱えている諸課題の説明と情報交換、その他 

   出席：佐藤副会長 

※構成団体の概要説明資料を三役にて作成し提出 

②第 29 回神奈川県病院学会「今後の病院：医療の方向性 partⅤ～質の高い医療実践をめざして～」 

  日時：2010/11/11（木） 13:00～18:00 場所：神奈川県総合医療会館  

主催：神奈川県病院協会 プログラム内容：特別講演、シンポジウム、一般演題 

   当会の当日の役割：座長 1名（中西理事）、運営委員 2名（矢島美希・忠鉢綾；ともに新戸塚病院） 

③特定非営利活動法人神奈川県介護支援専門員協会設立 10周年記念祝賀会  

   日時：2010/11/6（土）記念式典 10 時～ 記念講演会 11 時 5 分～ 祝賀会 12 時～ 

   会場：ロイヤルホールヨコハマ ウィンダー 出席：錠内副会長 

④神奈川医療専門職連合会 

【例会】日時：2010/11/4（木）18時 30 分～ 場所：神奈川県放射線技師会事務局 

【公開セミナー】「うつ病について」日時：2010/10/29（金）18 時 30 分～  

場所：中外製薬横浜支店 横浜イーストスクエア３Ｆ会議室  

講師：財団法人横浜勤労者福祉協会 汐田総合病院 総合ケアセンター室長 PSW 松尾ゆかり先生 

   参加者：26名 当会からは欠席 

 ２）各団体からの研修会後援依頼等 

   ①「第７回かながわ地域リハビリテーションフォーラム」共催依頼 

    日時：2011/2/20（日）10:00～15:30 場所：神奈川県総合医療会館７階講堂  

主催：神奈川県総合リハビリテーション事業団  

プログラム内容：特別講演「障害者自立支援法と人材育成・連携」（仮題） 

シンポジウム「神奈川県におけるリハビリテーションの推進」（仮題） 

     対象：県内の医療従事者（医師、PT,OT,ST,ケアマネ、県・市町村職員ほか 定員：200 名 

     参加費：無料   →昨年は広報部と地域リハビリテーション部合同でブース依頼に対応している。 

本年度も必要か確認してほしい⇒確認する 
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   ②「みんなにやさしい横浜の住生活モデル事業」連携協力依頼 

     主催：NPO 法人横浜市まちづくりセンター 横浜市リハビリテーション事業団  

内容：ケア連携型バリアフリー改修体制整備部門（国土交通省高齢者等住居安定化推進事業選定） 

協力依頼：情報提供・普及啓発事業 

③「県精連体験発表会ハートメッセージ開催」周知依頼 

     日時：2010/11/26（金）13:00～16:30 場所：ヨコスカ・ベイサイド・ポケット  

主催：NPO 法人神奈川県精神障害者地域生活支援団体連合会  

共催：神奈川県障害者参加推進センター 協力：県精連横須賀・三浦ブロック会員の皆さん 

内容：当事者による体験発表 福祉サービス事業所等の文化活動発表 

     定員：300 名 参加費：無料  

３）会員推薦依頼等 

①横浜市障害程度区分認定審査会委員候補者の推薦依頼（横浜市障害者更正相談所） 

    推薦者：机 里恵氏 所属名：横浜リハビリテーション専門学校 推薦任期：2011/4/1～2013/3/31 

②横浜市介護認定審査会委員推薦依頼（神奈川区） 

推薦者：田中敦史氏 所属名：済生会神奈川県病院 委嘱期間：2011/4/1～2013/3/31 

③藤沢市障害者介護給付費等支給審査会への委員推薦依頼（藤沢市） 

    推薦者：堺 孝太郎氏 所属名：藤沢病院 依頼期間：2011/4/1～2013/3/31 

   ④厚木市介護認定審査会委員の推薦依頼（厚木市市民健康部介護保険課） 

    推薦者：検討中 依頼期間：2011/4/1～2013/3/31 

 出席回数：月 2回（毎月第 2・4水曜日）13 時 15 分～（1時間～1時間 30 分） 

   ⑤川崎市介護認定審査会委員の推薦依頼（川崎市健康福祉局長寿社会部介護保険課） 

    推薦者：名古屋和成氏（継続） 依頼期間：2011/4/1～2013/3/31 

  ４）OT 協会関連 

①平成２３年度パイロット事業助成制度募集 

実践課題：①認知症に関する作業療法の実践課題 

②介護予防に関する作業療法の実践課題 

③訪問作業療法に関する作業療法の実践課題 

④福祉用具に関する作業療法の実践課題 

⑤集団への治療的活用に関する作業療法の実践課題 

⑥自立生活支援、地域生活移行に対する作業療法の実践課題（（発達、精神、身体の各領域） 

⑦その他、協会が必要と認める作業療法の実践課題 

助成額：採択された対象事業には 50 万円以上 200 万円以下の助成金を支給 

    応募資格：都道府県作業療法士会単位での活動であり代表者を都道府県作業療法士会長とする。 

応募期間：2010/10/1～11/15（必着）⇒地域リハ部より提案あり 

②ＪＤＤネット第６回年次大会・ＯＴ協会主催研修会（周知依頼） 

    ・ＯＴ協会主催研修会「子どもに関わる作業療法士の活動と役割―乳幼児健診から学校支援まで」 

日時：2010/12/4（土）・5日（日） 場所：神戸市教育会館大ホール 

内容：「乳幼児健診・子育て支援・早期療育の中で働く作業療法士－調査結果を踏まえて－」 

講師：中部大学 中路純子氏、福島県総合療育センター今川雅代氏 

「特別支援教育制度と作業療法士の関与について―全国の参画状況の調査より―」  

講師：練馬区立心身障害者福祉センター田邉美樹子氏、神奈川県立保健福祉大学 有川真弓氏 

     定員：２００名 

・ＪＤＤネット第６回年次大会「施行５年で見えてくる発達障害者支援の将来展望」 

     日時：2010/12/5（日） 場所：神戸国際会議場 定員：１０００名 

③WFOT 関連 

    ・第 1回 team Japan 国内組織委員会 

日時：2010/11/20（土）10 時～12 時 場所：OT協会事務局 10 階  

出席：澤口事務局長 ※会場運営委員長として錠内副会長が出席予定 

５）庶務関連 

①県士会事務所賃貸借の契約更新⇒更新料：105,000 円（10月に支払い済み） 

②県内 OT施設見学希望⇒現役高校生に対し理事を斡旋した。 

③予備校講師より OT 紹介ツールの問い合わせあり⇒DVD の貸与と高校生向け OT紹介パンフを配布（広報

部と協力）。 

     ④選挙管理委員会について 
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       年内稼働に向け人選など準備中。１月告知予定。 

⇒組織の定数の検討を企画調整委員会に依頼。三役会にて案を詰め、次回理事会に提出する。 

     ⑤次回理事会の議題について（2011/1/20） 

       総会議案書（２月完成）の準備に入るため、「２２年度事業報告」「平成２３年度事業計画」を必ず          

       次回理事会に提出して欲しい。 

   

＜検討事項＞ 

   １）（新）賛助会員規定（案）について 

        案を提示。賛助会員 Aを「他都道府県 OT士会所属及び OT 協会会員」、賛助会員 Bを「団体」、賛助会 

       員 Cを「賛助会員 A以外の OT 並びに個人」とし、年会費とサービス内容に差別化を図る。 

   ⇒規則・規定の観点から、フォーマットは揃えるよう意見があり、フォーマットの作成も検討する。 

    今回の案をもとに、総会に提出する。 

２）講師謝金（案）について 

講師謝金支払い基準（案）を提示。 

⇒財務より、この基準にすると今年度と比較して約６０万支出が増える。今年度の出納からは可能で

あるが、増加分は研修費で補うことが妥当との意見がある。原稿料の規定に関しては要検討。 

３）OT 協会より 

①OT 協会会費未納者への対応依頼について 

OT 協会会費未納者への対応各県士会会費未納者への対応を同じにしてほしいとのこと。 

⇒神奈川県士会の規約では問題が生じていないので、様子を見ていく。 

     ②白書アンケート協力依頼について 

⇒HPに掲載依頼する。 

４）スローガンについて（途中経過） 

県士会の長期計画（平成２２年度議案書）に「県士会活動の活性化：全会員が県士会活動の運営に参

画する」とある。それを実践するためにより具体的な共通目標を掲げる事が有効との目的をうけ、事務

局にて検討した。スローガンの対象者や今年度のものなのか、理念なのかが不明確となり、結論が出な

かった。 

⇒平成２３年度で長期計画が終了する。新たな中・長期計画をかかげ、そこから検討していく。 

５）震災マニュアルについて（途中経過） 

他県士会の状況を調べたが、作成していないところがほとんどであった。→保留、経過を見る 

まずは理事等の連絡網作りから始めるなど現実的なものから作っていく。 

⇒今年度中に事務局で作成する。 

   ６）総会参加者増の対策について 

      総会来場者と委任状数を増やすためには特に、新卒者の県士会活動に関する啓蒙が必要（会員数の約 5

割が経歴 5 年未満）である。これまで、神奈川県内の養成校（在学生）に対して入会のアピールをして

こなかった。 

  →・パンフレットの配布や卒業式前後に役員が出向き説明するという意見に加え、４月以降新人会員 

    対象者を全員集める努力をする、入会者に案内を送付する、など様々な意見が出された。 

  ・広報より、県学会で県士会ブースを出すことも検討しているとのこと。 

  ・新しい学会にも周知等に関連したものを組み込むことも検討してはどうか。 

  ・３月のニュースに掲示し、新人会員だけでなく養成校の在学生にも配布し啓発してはどうか。 

  ・現在の新人オリエンテーションは県会費を払った会員が対象だったため９月であった。新人を集 

   める、という目的で年度の早い時期の開催も検討する。（福利部） 

  ⇒各部、次年度計画に入れる。 

 

【財務部】（野々垣理事） 
 １）会費納入率（10月 31 日現在） 会員：1621 名 納入件数：1264 件 納入率：78.41％（昨年比 5％アップ） 

 ２）会費納入について 

   コンビニ決済の納入期限が 9月末で終了したため、未納者には 10月 21 日に郵便振替用紙を発送（304 通）。 

 ３）下半期事業費の振込について 

   下半期の事業費を 11 月 5 日に各部の口座へ振り込んだ（福利部は 11月 8 日）。 

 ４）上半期監査について 

   10 月 30 日に実施。領収書の不足や会計が複数の部門での「会計書類まとめ」への転記ミスなど若干の不備が 

   見られた。 
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 ５）科目補正について 

   学術部、福祉用具検討委員会、学会評議委員会の雑費→承認 

   なぜ、発生したか明確にすること。来年度、各部・委員会は、予算案に雑費を計上する。 

 ６）中間会計・業務監査報告（4月～10月期）（清宮監事） 
   ①教育部と福利部の収支集計報告にミスがあった。 
    小さな問題の発生は、大きな問題の前兆であるため、業務遂行の方法を確認して原因の発生と再発の防止 
    法を構築する必要がある。そのため、報告時に会計簿の確認を行うこと。 
   ②決算報告の残金と実際の残金が一致しなかった。 
    10円多い報告になっていた。金銭の取り扱い時に注意を払うこと。 
   ③業務遂行の方法に無理がないか、確認すること。 
    今回の監査では、業務内容は適正に行われていたが、上記①、②のようなことが発生した。このような問 
    題が表面化するということは、実際の業務遂行に何らかの不手際や業務全体を見つめる余裕の欠如などが 
    潜んでいることが多い。改めて各部門の担当者は、業務遂行に関して全体を視野に入れた行為を実行でき 
    るように注意を払い、業務遂行上の問題を認識し改善する意識を高めて欲しい。 

 

＜検討事項＞  

 1）科目補正について（学術部・福祉用具検討委員会・学会評議員会の雑費） 

  今年度予算に含まれていなかったが、現在すでに生じている。内容は明らかにすること。次年度予算計 

  画では雑費を計上する。⇒承認 

 

【学術部】（代読：渡邉会長） 
  １）講習会実施報告 
   ①生涯教育講座【実習指導者養成講座】「臨床実習指導のコツ」 
    開催日：2010/7/31（土） 受講者数：34名（会員 30名、県外 OT4名） 

講師：社会医学技術学院 西野歩先生（OT） 
   ②分野別講習会【精神障害分野】「包括的精神科医療の中でのリハビリテーション」 
    開催日：2010/8/22（日） 受講者数：23名（会員 20名、県外 OT3名） 
    講師：横浜舞岡病院 加瀬昭彦先生（医師） 
   ③生涯教育講座【職場管理者養成講座】「臨床でのリスク管理について」 
    開催日：2010/10/2（土） 受講者数：62名（会員 56名、県外 OT6名） 
    講師：東京北社会保険病院 中村浩明氏（PT） 
   ④分野別講習会【身体障害分野】「頸髄損傷者への ADL支援～急性期・回復期の作業療法への提言～」 
    開催日：2010/10/16（土） 受講者数：56名（会員 41名、県外 OT15名） 
    講師：神奈川県総合リハセンター 松本琢磨先生（OT） 
   ⑤分野別講習会【身体障害分野】「脳卒中の急性期作業療法 ～基礎から応用～ part2」 
    開催日：2010/10/30（土） 受講者数：43名（会員 43名、県外 OT0名） 
    講師：市大センター病院 間中浩先生（医師）、鴻井建三先生（OT） 
  ２）講習会開催予定 
   ①分野別講習会【精神障害分野】「精神科における身体障害評価とアプローチの基礎 Part2」 
    開催日：2010/12/18（土） 会場：横浜 YMCA学院専門学校 受講料：2,000円 
    講師：北里大学東病院 平賀よしみ先生（PT） 
  ３）講習会開催中止 
   ①分野別講習会【身体障害分野】「疼痛性陳旧拘縮例の評価と治療～RSD/CRPS typeⅠへの対処法～」 
    開催日：2010/12/4（土） 会場：ウィリング横浜 受講料：2,000円 
    講師：北里大学東病院 中西浩司氏（OT）  ※講師都合により中止となった。 
  ４）学術誌編集班からの報告 

論文執筆支援制度に 1件、応募あり。→指導員を紹介。 投稿論文 1件あり。 
広告 1件（株式会社イワツキ様）あり。随時募集中。表紙デザイン検討中。 

  ５）第 29回神奈川県病院学会 第 2回学術委員会（9/1）報告 
開催日：2010/11/11（木）13:00～ 会場：神奈川県総合医療会館 
内容：特別講演「今後の病院・医療の方向性～患者とのパートナーシップの構築～」 

    講師：早稲田大学法務研究科 教授 和田仁孝 
 ほか一般演題（うち OTの演題は 3題、PTは 2題）、シンポジウム「質の高い医療実践を目指して」 
※当士会より、一般演題座長 1名、運営手伝い 2名を派遣した。 
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【教育部】（奥原理事） 
  １）現職者共通研修報告 

    開催日：2010/11/3（水・祝） 会場：ウイリング横浜 受講料：１テーマ 1,000 円 

     ①「職業倫理」         講師：北里大学 浅井憲義先生 受講者数：74 名 

②「エビデンスと作業療法実践」 講師：昭和大学 鈴木久義先生 受講者数：84名 

  ２）現職者選択研修開催予定 

    ＜老年期障害領域＞  

     開催日：2011/1/23(日) 9:45～16:55 会場：ウイリング横浜 受講料：１コマ 1,000 円 

     ①「介護老人保健施設の作業療法」「老年期作業療法における環境設定」 

       講師：介護老人保健施設 せんだんの丘 土井 勝幸先生 

     ②「老年期作業療法の総論」 講師：横浜リハビリテーション専門学校 水島 眞由美先生 

     ③「認知症の作業療法」   講師：曽我病院 佐藤 良枝先生 

    ＜身体障害領域＞ 

     開催日：2011/2/26（土）9:45～16:55 会場：ウイリング横浜 受講料：１コマ 1,000 円  

     ①「身体障害の作業療法総論」 講師：昭和大学 作田 浩行先生 

     ②「急性期の作業療法」    講師：横浜 YMCA 学院専門学校 坂本 俊夫先生 

     ③「回復期の作業療法」    講師：麻生リハビリ総合病院 湯澤 大輔先生 

     ④「維持期、地域生活支援の作業療法」 

 講師：特定非営利活動法人脳外傷友の会ナナ クラブハウスすてっぷなな 野々垣 睦美先生 

  ３）認定作業療法士の更新について 

     特例で認定作業療法士になられた方は今年度で終了となる。更新の必要がある。周知が必要。 

 
【広報部】（野本理事） 
  １）平成２２年度ニュース発行について 
    １４６号は掲載原稿を〆切った。封入チラシは１１月１０日が〆切。 
  ２) 学生啓発活動実施（対外広報班担当） 

    ①福祉系高校へパンフレットの送付、および進路指導担当教員への啓発 

   高浜高校の進路指導担当教員との面談（11/8） 

    ②横浜市芹が谷中学校 1,２年生（約２８０名）職業教育の一環に作業療法士の紹介講演を実施。 

     日時：2010/11/8（月）13：00～15：00 

    ③新宿セミナー（医歯薬大、専門学校受験予備校）教員との連携 

     事務局にあった問い合わせに対応するとともに、担当教員との関係を築く。 

  ３)作業療法協会への協力報告 

    ①ＯＴフォーラム 

日時：2010/9/27 会場：はまぎんホール 

日程の連絡が直前だったため、県士会主催の研修会と日程が重なってしまった。早めの日程連絡を協会 

へ依頼した。 

    ②作業療法の日キャンペーン 

     日時：2010/11/6～7日 10:00～15:00 場所：本牧サティ  

      広報部員 6名が当日運営協力 

  ４）ロゴマーク作成 

    県士会広報部のアイキャッチャーとして、啓発グッズやのぼりなどに使用していく。 

 
【福利部】（冨山理事） 
  １）第 3回職場見学会予定 

    日時：平成 23年 1月 14 日(金) 19:00～20:00 場所：ステップなな 

    講師：野々垣先生 定員：15名 ※終了後懇親会開催予定 

     11 月よりウェブサイト及びチラシにて広報していく予定。 

２）求人情報について 

  求人情報の投稿においてある施設の電話番号に誤記があり、その誤記で掲載された番号へ閲覧者(学生)が 

 電話をするということがあった。担当者に確認したところ、その担当者の自宅の番号であり問題はなかった。 

  →先方へ厳重注意した。なるべく電話番号等は確認したい。 

  ３）新人オリエンテーションについて⇒時期を再検討する 

   



一般社団法人 神奈川県作業療法士会 2010 年度第４回理事会議事録 

 6 

【地域リハビリテーション部】（木村理事） 
  １） パイロット事業（今期）について 
   ①学術誌への掲載（11月末締切り）事業の経過を紹介する。 
   ②講習会終了後６ヶ月後に参加者（当事者・医療従事者）へアンケート調査。 
   ③OT協会への事業報告 
   ④県士会ニュースへの経過報告 
   ⑤学会発表 
  ２）パイロット事業（来期）について 
   11月 15日に企画書の提出締切り。三役会へ審議を依頼。今期と同テーマで実施予定。次回詳細報告。 
  ３）広報紙への記事掲載 
   146号ニュースに地域リハ部の記事を掲載。チラシ 2枚封入。 
  ４）地域リハ研修班報告 
   ①第 6回地域リハビリテーション勉強会「学校教育期の障がい児を地域で支える」 

日時：2010/10/24(日）10:00～16:30  会場：港北公会堂 
    講師：杉本由美子 氏（神奈川県立座間養護学校）、笹田哲 氏（神奈川県立保健福祉大学）  
       塚崎みゆき 氏（川崎市南部地域療育センター）、吉川雅子 氏（茅ヶ崎養護学校）   

参加者：３２名＋α名  アンケート結果：別紙参照 
   ②第 1回訪問リハビリテーション実務者研修会 

日時：2011/1/15（土）16（日）2日間 会場：横浜リハビリテーション専門学校 
 ※PT士会、STと共同開催 →146号ニュースにチラシ 申し込み期間 12／1～12／10 

   ③第 18回 PTOT地域ケアネットワーク合同研究会 
日時：2011/2/11（金・祝）13:00～16:30 会場：横浜市総合リハビリテーションセンター 
テーマ：結ぼう、繋ごう、地域の“わ”～リハビリテーションのネットワークを考える～ 
講師：野々垣睦美氏、佐藤史子氏（PT）→146号ニュースにチラシ 

５）地域リハ推進班報告 
   ①「障害者団体の活動の広報」 

引き続きニュースへ掲載予定（11月、1月、3月） 
   ②てんかん協会神奈川支部 

コラム原稿の依頼予定（1月ニュース掲載予定） 
   ③認知症の方とその家族の会 

認知症 OTを実践している佐藤良恵氏（曽我病院）へのインタビュー ニュースへ掲載（1月、3月）  
６）退部報告 

    高田 靖子 氏（レインボー川崎）→ 県外移転のため 
 
【福祉用具委員会】（机理事） 
  １）第４回スキルアップ研修会報告 
    日時：2010/11/7（日） 
    事前連絡欠席者 1名、当日欠席者 1名（連絡とれず）→参加者自体が少ないので、対応を検討課題とする。 
    講義内容は前年度と同様で、活発な意見交換ができている。 
２）その他研修会報告 

   ①住宅改修研修会 
募集人数が定員に満たないため、ぎりぎりまで募集をしていく。 
１０月末情報収集のため、H.C.Rに参加した。 

   ②自助具研修会 
今回のニュースにチラシ依頼。講師と内容を確認中 

   ③車いす研修会 
今回のニュースチラシ依頼。講師と内容を確認中。 

 
＜検討事項＞ 
１）部員承認について 
 部員 1名：済生会 神奈川県病院 川上 新さん⇒承認。 

２）キッズフェスタについて 

 都士会からキッズフェスタへのブース参加への協力依頼あり。１日３０万。 

→前向きに検討していく。次回予算など提示する。 
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【ウェブサイト管理委員会】（作田理事） 
  １）県士会サイトの管理とアクセス件数について 

       すべての項目において昨年度同時期よりも増加している。特に昨年度、減少した求人情報の掲載依頼が、 
       顕著に増加している。 

２）周知依頼 
①内容 
求人情報や講習会・研修会開催情報が掲載できること。 

②依頼方法 
・ 詳細はホーム（トップ）ページ上部「県士会メディアへの掲載依頼」を参照のこと 
・ 求人情報：専用の投稿フォームより 
・  講習会・研修会開催情報：専用の投稿フォームより、または担当者（作田）へ直接メール
（sakuda@nr.showa-u.ac.jp）連絡 
・ その他：担当者（作田）へ直接メール（sakuda@nr.showa-u.ac.jp）連絡 

 
【規約委員会】（鈴木理事） 
＜検討事項＞ 

  １）公印管理規定（案）について 
    他団体のものを参考に作成している。実際は印影を付けるため、次回最終案を提案し、承認予定。総会を 

通し、次年度から行う。部に関する規定について、部があることは必須なので規定に定めなかったが必要で 
ある。委員会はその都度規定していく存在なので規定した。 
また、役員は正会員からが基本。正会員以外から意見を伺いたいときは、部長の判断で会議への参加を依 
頼できるよう次回も検討していく。 

 
【企画調整委員会】（浅井理事） 
  １）アンケートについて 
    ブロック化に際して、各都道府県作業療法士会にアンケートを実施予定。連絡協議会への打診は済んでお 

り、連絡をとることについて承諾を得ている。→次回アンケート結果を理事会に提出予定。 
  ２）平成２２年度中間事業報告（4月～10月）について 
    報告が出来ていないところもある。早めに連絡が欲しい。監査を行う上でも有益なため、監査にあわせて 

提示することも検討する。 
  ３）代議員制について 
     →総会で、理事会で議論が始まっていることを報告する必要がある。 
 

 以上をもって審議議案はすべて終了。以下、議事録署名人が確認し記名押印する。 
 
   会議終了時間        ２０時  ４０分 
 
   次回の理事会開催日時   平成２３年 １月 ２０日（木）１９時より 
 
         開催場所   一般社団法人神奈川県作業療法士会事務所 
                〒２３１－００１１ 

神奈川県横浜市中区太田町４－４５第一国際ビル３０１ 
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４５－６６３－５９９７ 

 
    

議事録署名人    議長             印 
             
               監事             印 
   
               理事             印 
    


